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犯 罪 被 害 財 産 支 給 手 続 開 始 決 定 公 告  

　 令 和 ７ 年 ６ 月 2 7日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  水 戸 地 方 検 察 庁 検 察 官  

　 下 記 の と お り 、 犯 罪 被 害 財 産 等 に よ る 被 害 回 復 給 付 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 第 ６ 条 第 １ 項 の

規 定 に よ り 犯 罪 被 害 財 産 支 給 手 続 の 開 始 を 決 定 し た の で 公 告 す る 。  

記  

１ 　 犯 罪 被 害 財 産 支 給 手 続 番 号 　 　 水 戸 地 方 検 察 庁 　 令 和 ７ 年 第 １ 号  

２ 　 犯 罪 被 害 財 産 支 給 手 続 開 始 決 定 の 年 月 日 　 　 令 和 ７ 年 ６ 月 2 7日  

３ 　 支 給 対 象 犯 罪 行 為 の 範 囲  

 ( 1 )　 支 給 対 象 犯 罪 行 為 が 行 わ れ た 期 間 　 　 令 和 ６ 年 ６ 月 2 3日  

 ( 2 )　 支 給 対 象 犯 罪 行 為 の 内 容  

被 告 人 堀 井 恭 兵 が 、 令 和 ６ 年 ６ 月 2 3日 、 茨 城 県 神 栖 市 内 の 会 社 敷 地 内 に お い て 、 銅 線

を 窃 取 し た 行 為  

４ 　 対 象 犯 罪 行 為 が 支 給 対 象 犯 罪 行 為 の 範 囲 に 属 す る か 否 か に つ い て 判 断 の 参 考 と な る べ き

事 項 　 　 前 記 ３ ( 2 )の と お り  

５ 　 開 始 決 定 の 時 に お け る 給 付 資 金 の 額 　 　 金 1 3 0万 円  

６ 　 支 給 申 請 期 間 　 　 令 和 ７ 年 ６ 月 2 7日 か ら 同 年 ７ 月 2 8日 ま で の 間  

７ 　 犯 罪 被 害 財 産 の 没 収 又 は そ の 価 額 の 追 徴 の 裁 判 に 関 す る 事 項  

 ( 1 )　 裁 判 所 名 　 　 水 戸 地 方 裁 判 所 土 浦 支 部 　 ( 2 )　 裁 判 年 月 日 　 　 令 和 ６ 年 1 2月 1 0日  

 ( 3 )　 確 定 年 月 日 　 　 令 和 ６ 年 1 2月 2 5日 　 　 　 ( 4 )　 被 告 人 の 氏 名 又 は 名 称 　 堀 井 　 恭 兵  
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　 ( 5 )　 没 収 又 は 追 徴 の 理 由 と さ れ た 事 実 の 要 旨 及 び 罪 名  

　 　 （ 事 実 の 要 旨 ）  

被 告 人 堀 井 恭 兵 は 、 財 産 上 の 不 正 な 利 益 を 得 る 目 的 で 犯 し た 窃 盗 行 為 （ 前 記 支 給 対 象

犯 罪 行 為 ） に よ り 得 た 銅 線 の 売 却 代 金 の 一 部 で あ る 現 金 1 3 0万 円 を 隠 匿 し よ う と 考 え 、

令 和 ６ 年 ６ 月 2 7日 、 情 を 知 ら な い 第 三 者 を し て 、 茨 城 県 鹿 嶋 市 内 に お い て 、 前 記 現 金 1 3

0万 円 に 他 の 現 金 を 混 和 さ せ た 現 金 2 3 0万 円 を 保 管 さ せ 、 犯 罪 収 益 等 を 隠 匿 し た 。  

　 　 （ 罪 　 　 　 名 ） 　  

　 　 　 組 織 的 な 犯 罪 の 処 罰 及 び 犯 罪 収 益 の 規 制 等 に 関 す る 法 律 第 1 0条 第 １ 項 前 段 違 反  

８ 　 こ の 公 告 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先 （ 申 請 書 の 提 出 窓 口 ）  

　 〒 3 1 0－ 8 5 4 0 　 住 所 　 水 戸 市 北 見 町 １ － １ 　 水 戸 地 方 検 察 庁 犯 罪 被 害 財 産 支 給 手 続 担 当 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  電 話 番 号 　 0 2 9－ 2 2 7－ 9 8 4 9（ 直 通 ）  

○ 　 上 記 ３ の 支 給 対 象 犯 罪 行 為 の 範 囲 を 定 め る 処 分 に 不 服 が あ る 場 合 に は 、 こ の 公 告 が あ

っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 3 0日 以 内 に 当 該 処 分 を し た 検 察 官 が 所 属 す る 検 察 庁 の 長 （ 水

戸 地 方 検 察 庁 検 事 正 ） に 対 し て 審 査 の 申 立 て を す る こ と が で き ま す （ 提 出 先 は 上 記 ８ の

と お り ）。  

○ 　 当 該 処 分 の 取 消 し の 訴 え は 、 審 査 の 申 立 て に 対 す る 裁 決 を 経 た 後 で な け れ ば 提 起 す る

こ と が で き ま せ ん が 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 裁 決 を 経 ず し て 当 該 処 分 の

取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す 。  

( 1 )　 審 査 の 申 立 て が さ れ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ 月 を 経 過 し て も 裁 決 が な い と き 。  
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( 2 )　 支 給 対 象 犯 罪 行 為 の 範 囲 を 定 め る 処 分 、 処 分 の 執 行 又 は 手 続 の 続 行 に よ り 生 ず る 著

し い 損 害 を 避 け る た め 緊 急 の 必 要 が あ る と き 。  

( 3 )　 そ の 他 裁 決 を 経 な い こ と に つ き 正 当 な 理 由 が あ る と き 。  

○ 　 当 該 処 分 の 取 消 し の 訴 え は 、 当 該 処 分 に 係 る 裁 決 書 の 謄 本 の 送 達 を 受 け た 日 か ら 3 0日

以 内 （ 送 達 を 受 け た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し ま す 。） に 、 国 を 被 告 と し て （ 訴 訟 に お い て 国

を 代 表 す る 者 は 法 務 大 臣 と な り ま す 。）、 当 該 処 分 を し た 検 察 官 が 所 属 す る 検 察 庁 （ 水 戸

地 方 検 察 庁 ） の 所 在 地 を 管 轄 す る 地 方 裁 判 所 に 提 起 し な け れ ば な り ま せ ん 。  


